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ツエルナ1の百年記念
　去る十一月8日目ドイツ國の天文家として有名であったJohann　carl　Fried－
rich　Z611nerの生誕百年目の記念日で，猫國の學界では記念の催しが開かれた
由，ツエルナ1の光度計，ヅエルナ1の法則等々いろいろの揚合に有名なツ
エルナ1は，欧洲人としては享年48歳とv・ふ比較的に短かい一生涯であった
けれど，第十九世紀のドイツ學界には，天膿物理學の開拓者として非常に著
名な人であった．生地はベルリンであって，大學はライプチヒとベルリンと維
て優秀な成績を示し，卒業後ライプチヒ大面の員外教授となり，：次v・で，1872
年に其の大丸の物理天文學の正教授となった．同年，英國のRoyal天文學會
のAs3りciateに推された．彼は1865年豆肉大遊星の物理を研究し，其の構造に
賭する新論を獲表し，叉，木星や土星の雲霧帯の急激な攣動を注意し，自ら
熱心に之を観察した．1869年二月6日に，かの病垂のJanssenや英國のLockyer
等が李常日に太陽のプロミネンスを観察する方法を完成しない前に，ツエル
ナ1は亦ザクセンの理學會の席上で同じ事を獲表したが，良い器械が無くて，
此の観測を實行ずるに至らなかった，ポツダムの天膿物理天文憂長の初代を
つとめたHermann　carl　VQgelカミ此のツエルナ1の弟子であった事實を思ひ
合はせると，ツエルナ1が後年のドイツ學界のために如何に重要な地位を占
めるかが了解される．一一ツエルナ1は1882年四月25日に死徹した．
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　平年は1935年で，内々下の如き多敷の週期彗星が近日蕪占に婦って來るから，
観測界を賑はすだろう．
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　このうさ，ラインム1ト星は既に去る十一月5日米國リク天文毫のジエフア
ス氏によって鳥見された．〔花山急報119〕
